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Ⅰ 主題設定の理由 

令和３年度に全面実施となった中学校学習指導

要領に，「子供達がこれからの時代に求められる資

質・能力を身につけ，生涯にわたって能動的に学

び続けるようにするためには，学習の質を一層高

める授業改善の取組を活性化していくことが必要

であり，『主体的・対話的で深い学び』の実現に向

けた授業改善を推進することが求められる」と述

べられている。そこで令和３年度から，岐阜市の

研究主題においても，このような社会的要請及び

県の中数部会のテーマを踏まえ，「深い学びを具現

する数学教育の創造」を新たに掲げ，知識及び技

能，思考力，判断力，表現力等，学びに向かう力，

人間性等の資質・能力をバランスよく育成するこ

とを目的に，岐阜市では，次に示す内容で研究を

進めてきた。 

１ 基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定

着を図る指導の在り方 

２ 知識及び技能を活用して問題を解決し，思

考力，判断力，表現力を育成する指導の在

り方 

１については，単元における各単位時間の役割

を明確にしていかなければならない。これは単元

のコンセプトをもとに，決め出すこととする。ま

たこれと同様に，単位時間における各単位時間の

役割に整合した授業展開になるよう，指導方法を

工夫し改善していくことが必要である。さらに，

生徒一人一人のつまずきや，より深い学びへの関

心に対応できる問題や指導方法を開発していくこ

とも，基礎的・基本的な知識・技能を確実に定着

させるためには必要であると考えている。 

 ２については，①で身に付けた知識・技能を活

用しながら問題を解決し，思考力・判断力・表現

力を育成していくことで，同時に，生徒が数学的

活動の楽しさや数学のよさを実感できるようにす

る。数学のよさを実感するためには，単に出来上

がった数学を教えるのではなく，数学の事象から

問題を見いだし，数学的な見方・考え方を働かせ

ることで問題を解決できたときの喜びを味わわせ

たり，問題解決の過程を振り返ることで既習内容

とのつながりを実感できるようにしたりしていく

ことが必要であると考えている。 

このことから，岐阜市では１，２の指導の在り

方について研究をすすめていく。 

 

Ⅱ 本校の生徒の実態 

令和３年４月，本校の全校生徒を対象に学習ア

ンケートを行った。この学習アンケートは，「当て

はまる」，「やや当てはまる」，「やや当てはまらな

い」，「当てはまらない」の４観点で行った。 

番号 質問内容 
当てはまる 

やや当てはまる 

１ 

今までの単元で習った知識や技能
を，毎時間の学習とつなごうとし
ていますか。 

65.6％ 

２ 

問題を解決するとき，どのように
考えていけばよいか，見通しをも
って取り組もうとしていますか。 

67.8％ 

「当てはまる」，「やや当てはまる」を選んだ生

徒の割合の合計を見ると，既習内容と関連付けた

知識及び技能の習得や，習得した知識及び技能を

活用することに課題がみられることが明らかにな

った。さらに，本学年の２年生の時の図形領域の

授業の場面では，以下のようなＡさん，Ｂさんの

実態が見られた。 

【Ａさんの実態（知識及び技能に弱さ）】 

〇単位時間における知識及び技能を身に付け

る学習については，既習内容を根拠に考え，

図形の性質を理解したり，本時習った図形の

性質を使って角の大きさを求めたりするこ

とができる。 

●しかし，後に複数ある図形の角の大きさを求

める問題を扱った際には，どの既習内容が使

えそうか選択・判断できるまでの知識及び技

能は身に付いていない。 

【Ａさんの実態が生まれた要因】 

・知識及び技能の習熟を図る授業時間の確保に

深い学びを具現する数学教育の創造  
～主体的で対話的な学びを通して～ 
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課題がある。 

・生徒自身で体系化した知識及び技能を身に付

けられていない。 

・生徒に学習内容を体系化していることの自覚

やよさの実感をさせる教師の指導に課題が

ある。 

 

【Ｂさんの実態（思考，判断，表現に課題）】 

●図形の性質の利用の問題では，自分から解決

の見通しをもって追究を進めることができな

い。 

【Ｂさんの実態が生まれた要因】 

・問題に出会ってから解決するまでに必要とな

る，基本的な見方・考え方がわかっていない

ため，生徒が解決の見通しをもって追究を進

めることができない。 

・生徒が自分の学びを振り返り，できたことや

できなかったことを自覚させる教師の指導に

課題があるため，生徒が自分から身に付けた

知識及び技能を活用していこうとできない。 

Ａさん，Ｂさんのみならず，アンケート結果で

「（やや）当てはまらない」と答えている多くの生

徒が同様の実態である。過去の実践の成果と課題，

今年度の生徒の実態を踏まえ，本校では，以下の

ように指導を改善していくことの必要性を感じた。 

（１）学習内容が体系化された知識及び技能を身

に付けられるようにするための指導の工

夫 

（２）身に付けた知識及び技能を活用する問題で

味方・考え方を働かせ，思考，判断，表現で

きるようにするための指導の工夫 

（３）個々が身に付けている資質・能力に対する

適切な評価の工夫 

そこで本実践では，知識及び技能を身に付ける

ことに弱さの見られるＡさん，身に付けた知識及

び技能を活用する問題で，思考，判断，表現する

ことに弱さのあるＢさんの２名に焦点をあてて，

３年生「相似と比」の単元における研究実践を行

うことにした。 

 

 

 

Ⅲ 研究内容 

（１）「数学ＭＡＰ」を用いた，体系化された知

識及び技能を身に付けられるようにする

ための指導と評価の工夫 

（２）「数学的なプロセス」を用いた，身に付け

た知識及び技能を活用し，思考，判断，表

現できるようにするための指導と評価の

工夫 

 

Ⅳ 研究実践 

（１）「数学ＭＡＰ」を用いた，体系化された知

識及び技能を身に付けられるようにするた

めに指導と評価の工夫～Ａさんに焦点を当

てて～ 

① 「三角形と比」における実践 

 導入では，三角形の中にでき

る線分の比について，いえそう

な性質はないかを見いだす時間

を確保した。Ａさんは，最初い

えそうな性質を見いだすことは

できなかったが，教師が定規を使って測ることを

促し，比をもとめることで，「（ⅰ）ＡＤ：ＡＢ＝

ＡＥ：ＡＣ＝ＤＥ：ＢＣ」,「（ⅱ）ＡＤ：ＤＢ＝

ＡＥ：ＥＣ」であることをみいだすことができた。

（ⅰ）の証明では，Ａさんは，△ＡＤＥ∽△ＡＢ

Ｃであることを自分で証明し，相似な三角形の対

応する辺の比が等しいことから導くことができた。

その後，全体でＤＥをＥの方向に延長した半直線

と，点Ｃを通りＤＢと平行な直線との交点をＦと

することを確認し，（ⅱ）の証明に入ったが，手が

止まっている生徒が何人かいた。そこで，ヒント

がほしい生徒を集めたところ，その中にＡさんが

いた。以下のように，証明の道筋の中におけるポ

イントをプレートにして，証明できるようにする

にはどの手順で示したらよいか，生徒たちに並び

替えるように指示をした。 

ア ＡＤ：ＤＢ＝ＡＥ：ＥＣを示す。 

イ 平行四辺形ＤＢＣＦを示す。 

ウ ＡＤ：ＣＦ＝ＡＥ：ＣＥを示す。 

エ △ＡＤＥ∽△ＣＦＥを示す。 

オ ＤＢ＝ＦＣを示す。 

「ウはエを示すことで相似な三角形の性質が使え

るな」「アは結論だから順番は一番最後だ」という

仲間とのやりとりの中から，Ａさんも，「オはイを

示すことでいえるから，まずはイを示すことが必

要だ」と話すことができた。証明の手順を確認し

た。その後は席に戻って自分で証明を書くことに

挑戦するよう促した。このように，（ⅰ），（ⅱ）の
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三角形と比の性質を全体で証明し，１人１人が話

せるように，ペアでもう一度考えを伝え合った後，

得られた図形の性質をまとめた。 

 

② 「数学ＭＡＰ」の作成 

毎時間，教師は得られた図形の性質を，ペープ

サートにしてまとめている【図１】。 

 

 

そして，生徒は毎時間の終末に「数学ＭＡＰ」

をまとめ，単位時間の学習内容と，既習の内容と

のつながりをもたせることを大切にしている。以

下は，Ａさんの「数学ＭＡＰ」である【図２】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「数学ＭＡＰ」の作成後は，隣の生徒と，自分が

どのようにまとめていったのかを説明することで，

Ａさん自身の考えを整理していった。 

 

③ 知識及び技能の確実な定着の時間の位置付け 

単位時間の授業の中では，図形の性質の証明に

時間が多くかかるため，図形の性質を使って辺の

長さを求める問題の時間が確保されていないこと

が，知識及び技能についての定着が不足している

原因でもある。それを補うための時間を設けた。

Ａさんは，複数ある図形の性質の中からどの図形

の性質を使えそうか，選択・判断することが苦手

である実態があったため，単元で学習する比の性

質を一通り学習した後で，この時間を設けること

により，ペープサートや学習ＭＡＰを用いながら，

「どの図形の性質が使えそうかな」と教師と一緒

に考えることで，適切に選択・判断する力を身に

付けられるように指導した。 

 

④ 知識及び技能の確認テスト 

単元で学習する知識及び技能を学習した後は，

以下のような確認テストを行った【図３】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認テストの中では，単に用語を確認する知識

の問題や計算をする技能の問題ではなく，図形の

性質の証明の過程を問うような知識及び技能の問

題を提示することも大切にした。特に（３）では

は，三角形と比の授業で指導した証明の手順を並

び替える問題を提示し，指導した内容が確実に定

着できているかを確かめられるようにした。 

①から④まで述べたような手立てを講じること

で，Ａさんは，学習内容が体系化された知識及び

技能を身に付けてきた。 

 

（３）「数学的なプロセス」を用いた，身に付け

た知識及び技能を活用し，思考，判断，表

現できるようにするための指導と評価の工

夫～Ｂさんに焦点を当てて～ 

① 利用の問題で活用できる「数学的なプロセス」

の作成 

生徒たちが自分で見方・考え方を働かせられる

ようにするために，学習指導要領や国研の全国学

調分析に書かれた資料を参考に，「数学的なプロ

セス」を作成した。教師と生徒が共有できるよう

に一人一人に配付している【図４】。 

Ｂさんは問題を解決したあとに，他のわかるこ

とを考えたり，条件を変えて考えたりする発展的

な考え方をすることに課題があった。そこで，問

題を解決した後にＢさんの手が止まっていた場合

【図２ Ａさんの「数学ＭＡＰ」】 

【図１ 既習内容をまとめたペープサート】 

【図３ 知識・技能 確認テストの一部】 
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は，数学的なプロセスを確認し，「４－（１）他

にわかることはないか」「４－（２）条件を変え

て考えると」といった発展的な考え方の働かせ方

を教えていくことを大切にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「中点連結定理」の授業における実践 

導入では，自分のノートに 

四角形ＡＢＣＤを書き，それ 

ぞれの中点ＰＱＲＳをとった 

とき，四角形ＰＱＲＳはどん 

な図形になるかを調べた。 

Ｂさんは調べていく中で，長方形になるのでは

ないかと予想した。全体の意見を聞くと，平行四

辺形，正方形といろいろな図形となる場合が出て

きた。教師が「どんな四角形って言えそう？」と

きくと，「すべて平行四辺形だ」という生徒の発

言より，課題を「四角形ＰＱＲＳが平行四辺形に

なることを証明しよう。」として追究を始めた。 

追究を始めていく中で，見通しのもてない生徒が

多くいたため，教師が声をかけ，教室前方で仲間

と見通しをもつ場を設けた【図５】。 

前方に集った生徒同士の議論の中からＢＤに補

助線を引くことで中点連結定理が使えることを見

いだし，代表生徒のＣさんが全体の前で四角形Ｐ

ＱＲＳが平行四辺形になることを証明することが

できた【図６】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂさんは証明をした後，最初は手が止まってい

たが，追究の後で四角形ＡＢＣＤにどんな条件が

加わると四角形ＰＱＲＳがひし形になるかと発展

的に考えはじめた。そんなＢさんの追究の様子を

教師が紹介し，四角形ＡＢＣＤにどんな条件が加

わると四角形ＰＱＲＳが特別な四角形になるか追

究することを促した。イメージをもたせるために，

ＧｅｏＧｅｂｒａで図形を操作して考察できるよ

うにした【図７】，【図８】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図６ Ｃさんの説明の様子】 

【図７ タブレットを用いて発展的に考察する様子】 

【図５ 見通しがもちたい生徒への手立て】 

【図８ GeoGebraを用いた中点連結定理のソフト】 

【図４ 数学的なプロセス】 
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Ｂさんは，タブレットを用いて発展的に考え続

けることで，四角形ＰＱＲＳがひし形だけでなく，

長方形や正方形になる場合の四角形ＡＢＣＤの条

件をまとめることができた。 

 

③ レポート課題の実施 

単元の終末で，以下のレポート課題を提示した。 
△ＡＢＣの辺ＢＣの中点をＤ，辺ＣＡの中点

をＥ，辺ＡＢの中点をＦとし，それぞれ線分Ａ
Ｄ，線分ＢＥ，線分ＣＦをひくと，それぞれの線
分の交点は１点で交わることが知られている。
この点をＧとする。このとき，△ＡＢＣについて
いえそうな性質を予想し，それがいえることを
証明しなさい。 

 このように，教科書の章末にあった重心に関わ

る問題を提示し，レポートを作成するように求め

た。レポートについての評価は以下のように数学

科で相談して臨んだ。 

Ａ ：図形を描き，いくつか調べることでいえそう

な性質を予想し，それが正しいことを証明で

きていること 

Ｂ＋：図形を描き，いえそうな性質を予想し，それ

が正しいことを証明できていること 

Ｂ ：いえそうな性質を予想し，それが正しいこと

を証明しようとしていること 

Ｂ－：いえそうな性質を予想しようとしていること 

Ｃ ：いえそうな性質を予想することができない 

Ｂさんのレポートは，いくつも図形を描くこと

で△ＡＢＣの内部にある線分は２：１にわけられ

るのではないかという予想を見いだし，証明する

ことができていた【図９】。 

Ｂさんがこのように追究を進めていくことがで

きたのは，数学的なプロセスにある，数学的な見

方・考え方が身についてきた成果であると考えて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポートの作成後は班の生徒と自分がどのよう

にまとめていったのかを説明し，他者の考えを聞

くことで，Ｂさん自身の考えを広げ，深めていっ

た。 

①から③までに述べた手立てを講じることで，

Ｂさんは問題解決の見通しをもつことができ，思

考力，判断力，表現力等を身に付けていくことが

できた。 

 

Ⅴ 研究の成果と今後の研究の方向性 

以下は４月の学習アンケートと同様の質問内容

で行った１２月の結果である。 

番号 質問内容 
当てはまる 

やや当てはまる 

１ 

今までの単元で習った知識や
技能を，毎時間の学習とつなご
うとしていますか。 

89.3％ 

＋23.7％ 

２ 

問題を解決するとき，どのように
考えていけばよいか，見通しをも
って取り組もうとしていますか。 

85.7％ 

＋17.9％ 

「当てはまる」「やや当てはまる」と答えた生徒

が増えたことは，個の実態に応じた指導を行った

結果，Ａさん，Ｂさんだけでなく，一人一人の生

徒たちが知識及び技能，思考力，判断力，表現力

が身に付いてきていると実感しているのだと捉え

ている。つまり，「主体的で対話的な学び」の中で，

「深い学び」を具現することで，資質・能力が育

成されたのだといえる。 

今後は，「数学ＭＡＰ」を用いて学習内容を体系

化するという数学の楽しさだけでなく，既習の内

容のどれを選択・判断していけば解決していける

かにかかわって数学の楽しさをさらに研究してい

きたいと考えている。また，「数学的な問題解決

の？プロセス」を，更に生徒にとって，見通しを

もって問題解決に向かうことができるものにして

いきたい。 
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 【図９ Ｂさんのレポート】 



本日の会の感想を、下の QR より回答してください。


